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（L’Orfeo, Favola in musica, 1607年、マントヴァ）
  アレッサンドロ・ストリッジョ (Alessandro Striggio, 1573?-1630) が台本を書き、ク
ラウディオ・モンテヴェルディ (Claudio Monteverdi, 1567-1643) が作曲した『オル






1 これはモンテヴェルディによるスコア（1609 年）の冒頭に記されたタイトルである。1607 年に




― 152 ― ― 153 ―
















































































































































































































































は。/ 心は私の元になく / あなたの傍に、愛神とともにいるのですから。 / 
だからもし知りたいなら、愛神に尋ねてください / 私がどれほど幸せでどれ
ほどあなたを愛しているかを。
2　 「リヌッチーニの場合と同様に、この第 1 幕は本来の意味でのストーリーを提示する部分とはなっ
ておらず、むしろアルカディアの楽園を静止した状態で描き出していると言った方がよい。」レオ
ポルト , 172 頁 .
― 154 ― ― 155 ―


























なら、/ 必ず地獄の淵の底まで行き / 黄泉の国の王に憐れみを乞い / 星が見える場所












































3 モンテヴェルディは “Possente spirto” に関して、二種類の楽譜を残している。一つは簡素なレチ
タティーヴォであり、もう一つはそれに名人芸的な装飾を加えたものである。後者では、たとえば
tanta bellezza の tanta の一単語に細かい装飾をつけて、ほぼ 3 小節に渡って展開させている。なお
通常演奏されるのは装飾つきの版である。Cfr., レオポルト、179-182 頁 .
― 156 ― ― 157 ―























する。「まだわからないのか / 地上では永続する幸福などないことを。/ 永遠の生命を
享受したいなら / 私の後について天上へ来い、お前は歓迎されるから。」ここでもま
た、天国に行って初めて真の幸福が得られるという、キリスト教的な思想が流入して
いる。彼ら二人が「歌いながら天国へ昇ろう / 本当の美徳が / ふさわしい報いである
喜びと平安を得る場所に」と言って昇天する場面でスコアは終わっている。 























ンディ (Stefano Landi, 1587-1639)によって作曲され、1619年6月にアレッサンドロ・
マッテーイに献呈されている。しかし初演の情報は残っておらず、実際には上演され





















6 Cfr., The New Globe Dictionary of Opera, vol.3, p.474.
― 158 ― ― 159 ―

































7 第 2 幕第 2 場。
8 オウィディウス『変身物語』中村善也訳、63 頁。


































じる。「集まれ、美しい星たちよ / 輝ける太陽の侍女たちよ、/ ブロンドの髪を / 黄金の髪を飾れ / 
私たちの半神を、美しいルビーで。（中略）裕福な春の女神、/ 花という宝石の管理人よ / クロッカ
スやアマランサスで / 白い百合やバラで / オルフェオに豪奢なマントを織り上げておくれ。」（最終
場面）
― 160 ― ― 161 ―
オルフェオの系譜 ― 十七世紀の音楽劇におけるオルフェオ像の変遷 ―
 嫌いでもなければ好きでもない。












オルフェオ 何とすっきりと澄み渡った / 快く明るい光が魂を照らすことか！



















というテーマは、ランディがその 13 年後に作曲した『聖アレッシオ』(Sant’Alessio, 
11 Cfr., The New Globe Dictionary of Music and Musicians, vol. 14, p.209. 
― 162 ―
1632 年 ) の中で、より完成された形で提示される。この作品は、バルベリーニ家の依
頼により制作・上演され、台本を書いたのはイエズス会出身のジューリオ・ロスピリ










３．『オルフェオ音楽劇』（“L’Orfeo drama per musica”, 1672年、ヴェネツィア）
― 世俗的オルフェオ ―
　アウレリオ・アウレーリ (Aurelio Aureli, 1652-1708)が台本を書き、アントーニオ・


















12 1694 年にはローマの教会には 100 名程度のカストラートが存在し、そのうち 80 － 90 名が現役
歌手であった。イタリアでは 1630 年から 1750 年までの期間、つねに数百名のカストラートが存
在しており、ローマやヴェネツィアといった大都市においてカストラートの集団は日常的な光景で
あったと考えられる。Rosselli, pp.40-41.
― 162 ― ― 163 ―


























エウリディーチェ ああ。死んでしまう。/ 残酷な蛇が私を殺し 
 死をもたらす毒が / この目を閉ざして / もう光が見えない。
 オルフェオ、夫よ、愛しい人よ、私は死んでしまう。
アリステーオ ひどい！　神よ、何ということだ！
 残酷な運命よ / お前は死神を勝ち誇らせたいのか、
 こんなに美しいひとを彼の戦利品として 14。　　　　
　続く場面でアリステーオは愛する人を失った嘆きを存分に歌う。
アリステーオ 残酷な蛇よ、お前は無慈悲にも / 罪のない者に死をもたらす。
13 第 1 幕第 12 ～ 13 場。




 僕の美しい人から / 魂を奪ったその牙よ、
 やって来て僕の心臓を噛んでくれ、












オルフェオ 聞け、お前の右腕に / 重要な任務を託す。さあ剣だ。
オリッロ エウリディーチェを殺せと？
オルフェオ そうだ。
オリッロ 私に刺せと？ / あの白い胸を。




オルフェオ この辺りで。/ 不貞な女が / この野原に散歩に来るときに /





15 第 2 幕第 23 場。
16 第 2 幕第 18 場でも、オリッロはしつこく追いすがる乳母のエリンダを振り払おうとして、「オ
ルフェオの崇高なる命令が、我を森の内へと呼ぶのだ」(Alto comando / d’Orfeo mi chiama entro la 
selva.) と重々しく告げる。
17 第 2 幕第 20 場。
― 164 ― ― 165 ―
オルフェオの系譜 ― 十七世紀の音楽劇におけるオルフェオ像の変遷 ―
邪悪なアリステーオよ、/ お前は地獄に飲み込まれてしまえ。そして無慈悲
な復讐の女神に / 襲われてしまえ。/ そしてお前の魂が永遠に苦しむように。
（ここでオルフェオは樫の古木の陰に腰を下ろし、リラに合わせて歌う）
ため息をつく恋する男の / 嘆きを受け止めておくれ / 優しい竪琴よ / ああ撥




エウリディーチェは死んでしまった。/ もう見ることも出来ない / 太陽の光





















（アリア）もしあたしが戻れるのなら / 青春のまっただ中に / 辛い思いなどさ
せず / 男はみんな満足させてやろう / 美貌は年齢とともに一瞬で消え去るか
ら、誰もが / 一人の男を満足させるだけに終わって後悔する。/ あたしの髪が
ブロンドだったころ / あたしは美人だったけど、知恵が足らなかった。/ いい
18 第 2 幕第 3 場。
19 第 3 幕第 14 ～ 16 場。
― 166 ―
男ならみんな好きだったのに / 気後れしていた。/ 今なら誰だって胸に抱きし


















　本論で取り上げた三つの作品、“Orfeo, Favola in musica” (1607), “La morte di 









とカルツァビージによる『オルフェオとエウリディーチェ』(Orfeo ed Euridice) に至
る。この作品は 18 世紀後半を代表する名カストラートであるグアダーニ (Gaetano 
Guadagni, 1729-1792) を主役としたものであり、1600 年に始まる一連のオルフェオ
ものの終着点と言える。その後、カストラートが衰退期を迎え、観客のエロスの対象
20 第 1 幕第 4 場
21 第 3 幕第 5 場。
22 1660 年代におけるヴェネツィア・オペラの衰退に関しては、ローザンド、108-109 頁を参照。
― 166 ― ― 167 ―








La favola d’Orfeo - Prologo e cinque atti, a cura di Giovanna Gronda e Paolo Fabbri, Libretti d’opera 
italiani dal Seicento al Novecento, 《I Meridiani》, Mondadori, Milano, 1997, pp.21-47.
Stefano Landi(?)
La morte di Orfeo - Tragicomedia pastorale, a cura di Angelo Solerti, Gli albori del Melodramma, 
Milano : Remo Sandron, Milano, 1904, pp.293-339. 
Aurelio Aureli
L’Orfeo - Drama per musica, Francesco Nicolini, Venezia, 1673.
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